












小児白血病の治療成績の向上は,化学療法剤の多剤併用による寛解導入率の上昇及び強力

な寛解維持及び強化療法による完全寛解期間の延長によるものであるが,この際,常に問題

となるのはこれら治療に起因する好中球減少と免疫能の低下による感染死である。そこで

白血病の支持療法としての感染症対策は,極めて重要な意義を有する訳である。今回,われ

われは,化学療法による感染予防対策として表 1 に示す方法により,ALL の頻回再発例及び

ANLL の初回寛解導入時の感染予防効果を検討した。 

対象は再発を反復している ALL の 6 例及び APL2 例,AMOL 1 例,対照として感染予防を講じ

ない 9例について比較した。 

その結果,感染予防群では総入院日数878日,総感染日数206日,感染日数比率は23.5%であ

ったのに対し,対照群では,それぞれ1168日,334日,28.6%で,感染日数比率では前者が有意

に少かった。 

両群の好中球の程度と感染日数比率の比較では，N≧1000 では，予防群 7.3%，対照群

7.8%,1000>N≧500 では,それぞれ 4.1%,40.0%,500>N≧100 では 10.2%,45.5%,100>N では

45.3%,75.0%であった。この成績から 1000>N≧100を示す白血病児では,表 1の如き感染予

防処置により有意に感染日数比率は低下せしめうることが示唆された。 


